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本論文は、 「テイクテクル」 ・ 「テアゲル テ クレル J の4穫の
日本語のテ形補助動詞を対象とした考察である。これらの補助動詞は、そ
れぞれ本動詞「イククル」・「アゲルクレル」から文法化の段階
にある、話者からみた方向性を表すテ形補助動詞構文を構成するといった
共通点を持っており、本論文ではこれらによって構成される文を、<方向
性補助動詞構文>と一括した。なお、 「テモラウ」は、<ヴォイス>の
穏として使われるほか、使役等多様な機能を持っていることから、本論文
では対象としていない G 以下では、全体の流れに沿う形で、考察の内容を
まとめていく。
第 l章では、テ形補助動詞構文に関する先行研究の概略を示した後、本
論文 にお いての立場を示した o その 際、一般動詞類と異なるテ形補助動詞
固有の形態的・統語的特徴として、<依存性><代用不可>く文法的意味
>等を挙げた。これらの特徴から、日本語においての補助動詞構文を設定
する根拠を示したことになる。しかし、こういった諸特徴はテ形補助動詞
全体に通用するのではなく、補助動詞は文法化の段階において連続性をも
っており、クリアカットは不可能である。また、補助動詞構文が、文法形
式としての特徴と動詞としての特徴を併せ持 っていることについても 述
べた。こうした相反する特徴を有することが、テ形補助動詞構文の本質で
ある。
第 2章では、文法化の規定を行い、テ形補助動詞構文の分析に「文法化 j
の視点を取りいれることの意義について述べた。考察の対象となる補助動
詞は 、 内容語的な用法(本動詞用法)と機能語的な用法(文法形式用法・
もっとも文法化の進んだ用法)とを併せ持つ 。この用法 問の連続性 、及び
有機的な関連性を捉えることが可能な、もっとも有効なアプローチとして
「文法化」の概念を採用した O
第 3章と第 4章は「テイクテクル」構文 、 第 5章は「テ アゲル テ
クレル J構文の個別研究である。第 3章と第 4章は本来なら つの章として
取り扱うべきであるが、 二 章に分けての考察を進め た o なお 、第 3章で扱
うく主体の空間移動>と、第 4章で扱う<心理移動・時間移動>は、 「場
所名詞+ニ格 J との共起可否・前項動詞とイク・クルとの分離可能性の可
否という棺違がある。
第 3章は、く主体の空間移動>を表す「テイクテクル」構文につい
ての記述を行った。本動詞「行く来る」について述べた後、 「行く J
「来る」の本動詞性がもっとも残っていると思われる<主体の空間移動>
を表す「テイクテクル j 構文についての考察を行った。<主体の空間
移動>も前項動詞の種類によ って 、く継 起 ><付 帯状態><非継起>に分
けることができるが、これらの意味も <継起 >からく非継起>へと連続的
に捉えられる。
第4章では文法化の進んでいる<心理移動・時間移動>を表す「テイク」
「テクル」構文についての記述を行った。く心理移動>とは抽象物の移動
を表すため、く対象の空間移動>と連続的である o <対象の空間移動・心
理移動>は、 fテクノレJ構文のみに存在し、主にアスペクトとして扱われ
てきたく時間移動>は、両構文共に存在する 。
日本語には遠心的方向を無標とする「送る、 (電話を)かける」等の対
象の移動を表す動詞類が存在するが、これらの動作を求心的な方向に変え
るには、補助動詞 「テクル j か fテクレル」の付加を必要とする。また、
く対象移動>の<対象>がく心理>に抽象化することにより、 「テクル 」
はく迷惑>の意味機能が生じる。同じく求心的方向を表す「テクレ/レ」は
<受益>を表すので、 「テ クル」構文と「テクレル」構文 は相互補完的な
関係であるといえる。
<時間移動>は、大きく<変化の継続><動 作の継続 >に 分けられる 。
特記すべき点は、く変化の継続 >を表す前項動詞類は、く進展性 > とい っ
た素性を必要とすることである。[主体変化動詞〕、 [主体動作・客体変
化動詞〕、 〔いわゆる心理動詞〕、 [関係動詞〕などもく進展性 〉 の有無
により、く時間移動>の fテイクテクル J構文の成立可否が決定され
る。
また、第 4章では、日本語の「テイクテクル j に対応する韓国語の
r a kata • a otaJ との文法化の相違についても若干触れた G その結果、韓
国語の ra kataJ は ra otaJ より、日本語の「テクル j の方が「 テイク」
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より、文法化が進んでいることが明らかとなった。
第 5章、 「テアゲルテクレル」構文では、本動詞「アゲルクレ
ル」について述べた後、第3、4章同様、 「テアゲルテクレル j 構文を
文法化の進展の程度に応じて記述した。その際、 「人名詞+ヱ格 j との共
起可否、前項動詞と「アゲル J rクレル Jの時間関係の成立可否をもって、
< (所有権の)空間移動>・<抽象物の移動>・<恩恵の移動>の三種に
分けた。
<空閣移動>は、対象の空間移動のことで、 「人名詞十ニ格 J との共起
を可能にし、前項動詞と「アゲルクレル J との聞には継起的な時間関
係も成立する。 rテアゲルテクレル」構文の「ニ格 J は、前項動詞で
はなく、 「アゲルクレル Jの要求する格であり、もっとも文法化の進
んでいない類であることを示す。また、これらの類の特徴として、 〔生産
動詞〕についての詳しい記述を行った。対象の空間移動を文法化の初期段
潜として設定することは、「テアゲル Jrテクレル」が、韓国語の ra pattaJ、
及び日本語の「テワタステアタエル」とは異なり、次に述べるく抽象
物の移動>やく恩恵の移動>を表すことも可能であることを証左として
いる。
<抽象物の移動>は、く空間移動>とも繋がる.が、移動の対象物の具体
性に遣いがある。との違いにより、前項動詞と「アゲルクレル」の間
に時間関係は成立しない。また、前項動詞としては、 〔授与 J (伝達J (演
奏〕に関わる動詞類が立つ傾向が強い。
<恩恵の移動>は、もっとも文法化の進んだ類であり、ニ格との共起不
可能は当然であるが、時間関係の成立も出来ない。
最後に、第 5章では「テクレルJ構文の恩恵の受け手についての記述も
行った。その際、評価成分どの共起、後節の制約などを指摘した。その結
果、 「テアゲル」構文とは異なり、 「テクレノレ j 構文の恩恵の受け手は、
「のかわりにのために J の共起、その他前項動詞で現れる格の種類に
関係なく、話し手であることを明らかにした。
第 6章は、今まで個別研究として取り上げてきた第 3、4、5章の結論の章
である。 rテクルテクレル j 構文 l士、ある程度まではパラレルに、文
法化の度合いによる意味の変化を示すことが可能である。すなわち、く空
間移動>においては「テクル Jがく主体>、 「テクレル Jがく対象>を表
し、<心理移動>においては「テクノレ j がく迷惑>、 「テクレル Jがく受
益>を表すように、パラレルな関係が成立する。しかし、もっとも文法化
の進んだ例においては、パラレルな対応は不可能である。すなわち、それ
ぞれ「テクル」は<時間移動>、 「テクレル」はく恩恵の移動>を表し、
これらを<抽象化された事態の移動>として取りまとめた。第 6章では、
<迷惑><受益>を相互補完的な意味機能を表していることを明白にす
るために、<+ NEGATlVE> < + POSITlVE>のように表した。
また、ケーススタディーから 4つの構文が、系列的関係・統語的関係を
構成することから、語葉・文法カテゴリの一種であることを主張したっま
た直接受身文はく直接構造>を、間接受身文・相互文はく間接構造>を取
ることが従来から指摘されているが、こうした事態の捉え β はく方向性補
助動詞構文>とも関わりを持っていることについて、寺村(1982) の図を
援用しながら表した。特に、く+NEGATlVE>の「テクノレ」、<+ POSITIVE 
>の「テクレル」は、それぞれ本動詞「クルクレル Jの文法化の過程
にある意味用法であり、<直接構造>で示されていた事態も、新しい参画
者によりく間接構造>へと変化したことを表すことを明らかにした O こう
した間接的な関わりによる影響の意味が、それぞれく+NEGATlVE> < + 
POSITIVE>に分かれるのは、以下の要因による。すなわち、本動読「クレ
ル j が詩集的意味左して話し手が恩恵を受けることを表すことから、 「テ
クレル」も話し手に対するく受益>、つまりく+POSITIVE >を表す。その
結果、 「クル」は本来は語葉的意味として求心的な移動を表すが、 「テク
ル j は「テクレル」と相補的な意味をなすことからく迷惑>、すなわちく
十NEGATlVE>を表すためである。なお、 「テアゲル」構文は、格の数の
増減といった統詩的な特徴により、<直接構造>・<間接構造>、両方の
捉え方が可能である。
方向性補助動詞構文「テイクテクノレ」 ・ 「テアゲルテクレル j
は、文法カテゴリとしての弱さを持ちつつも、語葉・文法カテゴリの 種
としての可能性のある構文である。全体的に煩雑に見える可能性はあるが
それこそが補助動詞の本質である。
方向性を新たにカテゴリの一種としようとした試みは、今まで限られた
????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
－
748－
